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第 I に，国際取引紛争の解決は，裁判所における訴訟よりも私人が選定した仲裁人による仲裁判断による方が・ ¥ 
ヤンマーにとってもその取引相手にとっても有益である。なぜなら，仲裁は，裁判よりも，専門家による判断を得や
すく，迅速であり，また秘密の保持が容易であると考えられるからである。
このために，第 2 に，裁判所による介入を広く認めた1944年仲裁法は改正すべきであり，紛争当事者の自主性と裁判
所の助力を定めた 1985年の国連の仲裁モデル法にしたがい，国際的なスタンダードに沿った仲裁制度を整備するべき
である。ーに，仲裁契約の効力を広く認め，また外国での仲裁判断がミヤンマーで簡単な手続きによって承認執行
できるよフに，ニューヨーク条約に加入することが必要でふある。
;去第 3 に，適切な場合には外国法を基準として国際取引紛争を解決することも認めるべきであり，このための国際私
ルールを設けるべきである。
以上のように，この論文は，情報公開が進んでいないミ 、マーの仲裁制度の実態について，裁判所や契約例を用
いて可能な限り実証的に研究し， ミャンマーが掲げる経済政策の実現のためには一層の法改正が必要であることを明
確に主張したものとして，新規性，有用性および知的誠実性に優れていると評価できるので，博士の学位を授与する
にふさわしいものと認定する。
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